
通水水抜

浴槽

排水栓

循環口
5cm
以上
必要

冬期（特に夜間）は給湯器内の水が凍結する可能性があります。
凍結は給湯器の故障の原因にも繋がります。給湯器本体には、あらかじめ「凍結予防ヒーター」と「自動ポンプ運転」の
2つの凍結防止機能が備わっていますので、下記方法で凍結対策をお願いします。

※下記方法は一例です。詳しくは、お渡ししている各メーカーの取扱説明書をご確認ください。

１．外気温が下がると自動的に給湯器内の配管を保温する「凍結予防ヒータ―」が作動します。分電盤の電源が入ってい
ること、給湯器のコンセントが抜けていないことをご確認ください。

コンセントは
抜かないでください

ブレーカーの
スイッチは

赤色が〈入〉です

２．浴槽に右のイラストのように水を溜めます。循環口より
５センチ上まで水を溜めれば「自動ポンプ運転」により
給湯器内の水が循環し、外気温が低い時に凍結を防止
できます。

３．東北地方では右写真のように給湯器付近に「水抜き
栓」が施工されている場合があります。
この水抜き栓で「水を抜く」にハンドルを回すと給湯器
内の水が全て排水されます。凍結する水が無くなるの
で、これも凍結防止方法のひとつです。
蓋を開けるとハンドルがありますので、必要な方向に
止まるまでまわしてください。

★油の多いものは排水口へ流さないようお気を付けください。

グリストラップ（蓋を閉めた状態） グリストラップ（蓋を開けた状態）

キッチン・トイレ・洗濯機・洗面台・お風呂等、水周りの設備機器の
排水口には必ず「排水トラップ」が使われています。

　左図のように、水が溜まっている事で下水道からの臭気や害虫等が
上がってくるのを防いでいます。
　長期にわたり家を空ける場合や、機器の使用頻度が少ない場合、夏
季におきましては水が乾燥してしまい、臭気が家の中にあがってくる
原因となります。
　もし水が枯れてしまっても使用するうえでは差しさわりありません
が、定期的に水を流してトラップ内に新しい水を溜めることを推奨い
たします。

　排水管に油を流してしまうと、油が冷えて固まり、それが蓄積されると排水詰まりを起こしたり、排水トラップからの
異臭の原因となります。油分を多く含んだものを直接排水口へ流さないようにしてください。また、油が多く付着したお
皿や鍋はキッチンペーパーなどでふき取りをしてから洗うなどのご配慮をお願いいたします。

　地域によっては、キッチン排水にグリストラップ（ゴミや油分の除去のためのトラップ）の設置が義務付けられている
場合がございます。グリストラップに溜まったゴミや油分は定期的なお掃除が必要です。詳しくはお住まいの地域の
上下水道課へお問い合わせください。

冬期の給湯器の使い方 排水トラップについて

住宅にお住まいのうえでのお願い 住宅にお住まいのうえでのお願い

封水

「水抜栓」と印字
されています
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